
支
所
ぐ
る
り
ん
を
廃
止
し
、

既
存
タ
ク
シ
ー
会
社
と
連
携
を

木き
む
ら村 

純よ
し
あ
き章

（
市
民
ク
ラ
ブ
）

残
土
条
例
制
定
後
の
残
土
処
理

耕
作
放
棄
地
対
策

追お
い
か
わ川 

徳と
く
の
ぶ信

（
新
風
会
）

交
通
弱
者
対
策

子
ど
も
の
貧
困
対
策

依よ

だ田 

好よ
し
あ
き明

（
日
本
共
産
党
）

ジ
ェ
ン
ダ
ー
・
バ
イ
ア
ス

補
助
金
の
あ
り
方
三み

し
ま島 

久く

み

こ
美
子

（
無
所
属
）

国
内
外
か
ら
の
来
訪
者
へ
の
対
応

町
内
会
の
行
政
協
力
高た

か
は
し橋 

美み

な

お
奈
雄

（
市
民
ク
ラ
ブ
）

浜
川
運
動
公
園
拡
張

フ
リ
ー
Ｗ
ｉ - 

Ｆ
ｉ

時と
き
た田 

裕ひ
ろ
ゆ
き之

（
新
風
会
）

学
校
教
育
に
お
け
る
職
場
体
験

国
保
税
の
引
き
下
げ

田た
む
ら村 

　
理お

さ
む

（
日
本
共
産
党
）

超
高
齢
社
会
を
生
き
る

観
音
山
丘
陵
の
サ
ク
ラ

白し
ら
い
し石 

隆た
か
お夫

（
新
風
会
）

（7） （6）

質
問　

高
崎
ア
リ
ー
ナ
で
開
催
さ
れ

た
国
際
合
気
道
大
会
時
、
中
心
市
街

地
は
外
国
人
で
賑
わ
い
を
見
せ
た
。

こ
の
状
況
の
分
析
と
今
後
の
対
応
は
。

答
弁　

飲
食
店
で
は
、
観
光
協
会
配

布
の
多
言
語
対
応
シ
ー
ト
が
役
に
立

っ
た
よ
う
だ
が
、
来
訪
が
早
く
分
か

れ
ば
よ
り
準
備
が
で
き
た
と
の
意
見

も
あ
っ
た
。
ま
た
、
バ
ス
や
タ
ク
シ

ー
は
、
観
音
山
周
辺
へ
の
利
用
が
多

か
っ
た
が
、
乗
降
や
支
払
い
シ
ス
テ

ム
の
多
言
語
表
記
が
な
く
、
対
応
に

苦
慮
し
た
よ
う
で
あ
る
。
今
後
は
、

駅
観
光
案
内
所
に
外
国
語
対
応
の
ス

タ
ッ
フ
を
配
置
し
、
市
民
や
店
舗
等

へ
の
迅
速
な
情
報
提
供
に
努
め
た
い
。

質
問　

本
市
の
魅
力
を
発
信
で
き
る

ア
プ
リ
を
開
発
で
き
な
い
か
。

答
弁　

街
中
情
報
を
発
信
す
る
ス
マ

ー
ト
フ
ォ
ン
用
サ
イ
ト
を
観
光
協
会

や
ラ
ジ
オ
高
崎
と
連
携
し
開
設
し
て

い
る
。
ア
プ
リ
の
有
効
性
や
ニ
ー
ズ

の
調
査
研
究
を
進
め
、
来
訪
者
の
利

便
性
向
上
と
誘
客
促
進
に
努
め
た
い
。

質
問　

町
内
会
は
独
立
し
た
自
治
組

織
で
あ
っ
て
、
市
の
下
部
組
織
で
は

な
い
。
配
布
書
類
は
部
局
で
整
理
し
、

効
率
化
を
図
る
べ
き
だ
が
、
見
解
は
。

答
弁　

住
み
慣
れ
た
地
域
で
の
生
活

は
支
え
合
い
が
必
要
で
あ
り
、
町
内

会
は
そ
の
中
核
を
担
っ
て
い
る
。
配

布
資
料
に
つ
い
て
は
、
改
め
て
配
布

の
必
要
性
や
回
数
、
地
域
を
見
直
し
、

区
長
の
負
担
軽
減
を
図
り
た
い
。

質
問　

浜
川
運
動
公
園
拡
張
の
現
在

の
進
捗
状
況
は
。

答
弁　

平
成
27
年
３
月
に
拡
張
区
域

を
都
市
計
画
決
定
し
、
現
在
、
約
92

％
の
用
地
を
取
得
し
て
い
る
。
ま
た
、

浜
川
運
動
公
園
の
正
面
側
か
ら
拡
張

部
分
へ
連
絡
す
る
園
路
工
事
に
着
手

し
て
お
り
、
拡
張
部
分
は
文
化
財
調

査
が
完
了
し
た
エ
リ
ア
よ
り
順
次
、

盛
り
土
の
造
成
工
事
を
進
め
て
い
る
。

質
問　

フ
リ
ー
Ｗ
ｉ 

ー 

Ｆ
ｉ
の
エ
リ

ア
を
拡
大
す
る
考
え
は
。
ま
た
、
中

心
市
街
地
で
の
サ
ー
ビ
ス
提
供
に
は
、

ど
の
程
度
費
用
が
か
か
る
の
か
。

答
弁　

４
月
開
館
の
高
崎
ア
リ
ー
ナ

に
も
設
置
の
予
定
で
あ
る
。
今
後
、

費
用
対
効
果
を
見
な
が
ら
公
共
施
設

を
中
心
に
拡
大
を
検
討
し
て
い
く
。

ま
た
、
中
心
市
街
地
を
ぐ
る
り
ん
の

都
心
循
環
線
エ
リ
ア
と
仮
定
し
た
場

合
、
構
築
費
３
０
０
０
万
円
、
年
間

管
理
料
５
５
０
万
円
が
見
込
ま
れ
る
。

質
問　

廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
処
理
の
現

状
と
高
浜
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
建
設

に
お
け
る
施
設
整
備
の
検
討
内
容
は
。

答
弁　

本
市
全
域
の
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

や
新
町
地
域
の
白
色
ト
レ
ー
収
集
に

よ
り
、
平
成
27
年
度
で
約
５
７
５
ト

ン
を
リ
サ
イ
ク
ル
し
て
い
る
。
ま
た
、

高
浜
の
建
て
替
え
に
お
け
る
リ
サ
イ

ク
ル
施
設
は
、
現
在
と
同
様
、
分
別

収
集
し
た
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
を
一
時

保
管
し
、
選
別
梱
包
す
る
施
設
を
整

備
予
定
で
あ
る
。

質
問　

高
齢
期
を
豊
か
で
自
分
ら
し

く
生
き
る
こ
と
が
重
要
だ
が
、
健
康

寿
命
を
延
ば
す
た
め
の
取
り
組
み
は
。

答
弁　

高
崎
市
第
２
次
健
康
増
進
計

画
で
は
、
健
康
寿
命
の
延
伸
に
向
け
、

運
動
、
減
塩
、
健
康
診
断
の
受
診
を

市
民
の
行
動
目
標
と
し
、
自
ら
健
康

づ
く
り
に
積
極
的
に
取
り
組
め
る
よ

う
事
業
を
実
施
し
て
い
る
。
本
市
で

は
、
糖
尿
病
な
ど
の
保
健
指
導
が
必

要
な
人
が
多
い
た
め
、
運
動
を
習
慣

化
す
る
取
り
組
み
を
一
層
推
進
し
て

い
く
。
ま
た
、
食
塩
摂
取
量
が
目
標

値
よ
り
も
高
い
た
め
、
出
前
講
座
な

ど
で
減
塩
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

質
問　

観
音
山
の
桜
と
観
音
山
丘
陵

の
豊
か
な
自
然
を
観
光
資
源
と
し
た

取
り
組
み
は
。
ま
た
、
こ
の
桜
の
維

持
活
動
を
行
う
団
体
の
支
援
も
望
む
。

答
弁　

観
音
山
丘
陵
に
は
ソ
メ
イ
ヨ

シ
ノ
や
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
等
約
３
０
０
０

本
の
桜
が
あ
り
、
長
い
期
間
楽
し
め

る
桜
の
名
所
で
あ
る
。
毎
年
、
開
花

に
合
わ
せ
て
た
か
さ
き
春
ま
つ
り
を

開
催
し
、
パ
ネ
ル
展
示
、
ス
タ
ン
プ

ラ
リ
ー
な
ど
を
実
施
し
て
い
る
。
ま

た
、
無
料
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
の
運
行
や

観
音
山
駐
車
場
の
夜
間
営
業
な
ど
花

見
客
の
受
け
入
れ
を
強
化
し
て
い
る
。

近
年
は
、
自
然
を
満
喫
で
き
る
観
光

ス
ポ
ッ
ト
が
注
目
さ
れ
て
お
り
、
魅

力
的
な
自
然
が
楽
し
め
る
観
音
山
丘

陵
の
桜
を
よ
り
一
層
Ｐ
Ｒ
し
誘
客
促

進
に
努
め
る
。

体操で健康寿命の延伸を家庭科の授業で男女一緒に調理実習

質
問　

箕
郷
地
域
の
ぐ
る
り
ん
の
経

費
は
、
乗
客
１
人
当
た
り
７
８
７
０

円
か
か
る
計
算
で
あ
る
。
前
橋
市
は

マ
イ
タ
ク
と
い
う
委
託
事
業
を
始
め

た
が
、
支
所
地
域
の
ぐ
る
り
ん
を
廃

止
し
、
タ
ク
シ
ー
会
社
と
連
携
し
た

乗
り
合
い
タ
ク
シ
ー
な
ど
の
取
り
組

み
を
早
急
に
対
応
い
た
だ
き
た
い
。

答
弁　

マ
イ
タ
ク
は
当
初
の
予
想
を

上
回
る
利
用
状
況
と
聞
い
て
い
る
。

本
市
で
は
公
共
交
通
空
白
地
に
限
定

し
、
先
進
事
例
を
研
究
し
て
お
り
、

よ
り
利
用
し
や
す
い
公
共
交
通
網
構

築
の
た
め
、
研
究
を
継
続
し
た
い
。

質
問　

大
阪
市
北
区
は
、
運
転
免
許

証
返
納
の
証
明
書
提
示
で
、
さ
ま
ざ

ま
な
店
舗
の
割
引
が
あ
り
、
返
納
率

が
上
が
っ
て
い
る
。
本
市
の
見
解
は
。

答
弁　

県
内
共
通
の
サ
ー
ビ
ス
と
し

て
、
運
転
経
歴
証
明
書
の
提
示
に
よ

り
タ
ク
シ
ー
料
金
が
１
割
引
、
上
信

電
鉄
は
半
額
、
一
部
の
飲
食
店
等
で

特
典
が
受
け
ら
れ
る
。
本
市
も
企
業

や
店
舗
と
連
携
し
、
自
主
返
納
を
後

質
問　

男
女
共
同
参
画
計
画
に
男
女

混
合
名
簿
の
全
面
導
入
が
あ
る
。
本

市
の
現
状
と
今
後
の
取
り
組
み
は
。

答
弁　

男
女
混
合
名
簿
の
導
入
は
、

幼
稚
園
が
87
・
５
％
、
小
学
校
が

98
・
３
％
、
中
学
校
が
28
％
、
特
別

支
援
学
校
が
１
０
０
％
で
あ
る
。
中

学
校
は
、
男
女
別
の
学
習
形
態
や
入

試
へ
の
成
績
処
理
の
た
め
、
導
入
率

が
低
い
。
今
後
、
男
女
共
同
参
画
計

画
を
踏
ま
え
対
応
し
た
い
。

質
問　

中
央
銀
座
ア
ー
ケ
ー
ド
再
生

整
備
事
業
が
補
助
事
業
か
ら
変
更
に

な
っ
た
が
、
そ
の
経
緯
は
。

答
弁　

当
初
は
、
ア
ー
ケ
ー
ド
内
の

商
業
者
団
体
が
経
済
産
業
省
か
ら
の

補
助
金
で
再
生
整
備
す
る
予
定
で
あ

っ
た
が
、
補
助
事
業
と
し
て
採
択
さ

れ
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
都
市
再
整

備
計
画
に
位
置
付
け
、
市
が
国
土
交

通
省
の
補
助
金
で
行
う
こ
と
と
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
補
助
金
額
も
増
え
、
一

般
財
源
の
軽
減
が
図
ら
れ
る
。

質
問　

文
化
芸
術
セ
ン
タ
ー
（
仮

押
し
す
る
制
度
導
入
に
つ
い
て
先
進

事
例
の
情
報
収
集
に
努
め
た
い
。

質
問　

い
じ
め
や
給
食
費
問
題
な
ど

に
、
イ
ギ
リ
ス
の
家
庭
と
学
校
の
契

約
制
度
を
採
用
で
き
な
い
か
。

答
弁　

い
じ
め
防
止
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、

イ
ギ
リ
ス
に
行
き
、
そ
の
部
分
も
学

び
作
成
し
た
。
給
食
費
滞
納
に
は
、

契
約
に
基
づ
く
発
想
も
入
れ
、
期
限

内
の
納
入
を
お
願
い
し
て
い
き
た
い
。

称
）
の
舞
台
照
明
や
音
響
設
備
な
ど

の
工
事
を
随
意
契
約
に
し
た
根
拠
は
。

答
弁　

建
設
工
事
請
負
契
約
の
規
定

に
よ
り
、
契
約
条
件
を
変
更
で
き
る
。

根
拠
は
、
契
約
規
則
第
18
条
の
中
の

競
争
入
札
に
付
す
る
こ
と
が
不
利
と

認
め
ら
れ
る
場
合
に
該
当
す
る
。
単

独
発
注
し
た
場
合
と
本
体
工
事
に
足

し
た
場
合
の
経
費
を
比
較
す
る
と
２

億
５
０
０
０
万
円
の
節
減
と
な
る
。

質
問　

鼻
高
町
に
大
量
の
土
砂
が
搬

入
さ
れ
、
土
砂
災
害
の
危
険
性
か
ら

残
土
条
例
を
制
定
し
た
経
緯
が
あ
る
。

現
在
の
状
況
と
安
全
対
策
は
。

答
弁　

平
成
28
年
１
月
、
搬
入
業
者

ら
に
土
砂
の
撤
去
命
令
を
出
し
た
が
、

履
行
さ
れ
ず
、
市
が
撤
去
を
行
っ
た
。

そ
の
後
現
在
ま
で
降
雨
時
も
安
定
し

た
状
態
で
あ
る
。
工
事
費
等
は
搬
入

業
者
や
土
地
所
有
者
に
請
求
す
る
。

ま
た
、
定
期
点
検
や
台
風
時
の
巡
視

確
認
な
ど
の
体
制
を
整
え
て
い
る
。

質
問　

耕
作
放
棄
地
が
急
速
に
拡
大

し
て
い
る
。
原
因
と
面
積
の
推
移
は
。

答
弁　

高
齢
者
の
リ
タ
イ
ア
や
担
い

手
不
足
、
相
続
に
よ
る
土
地
持
ち
非

農
家
の
増
加
が
挙
げ
ら
れ
る
。
ま
た
、

有
害
鳥
獣
被
害
に
よ
る
ケ
ー
ス
も
あ

る
。
推
移
は
、
平
成
23
年
度
５
４
３

ヘ
ク
タ
ー
ル
、
昨
年
度
６
１
８
ヘ
ク

タ
ー
ル
で
約
14
％
の
増
加
と
な
っ
た
。

質
問　

山
梨
県
北ほ

く
と杜
市
で
は
、
市
が

個
々
の
土
地
を
ま
と
め
、
広
い
土
地

に
し
、
大
規
模
な
農
業
法
人
へ
貸
し

出
し
て
い
る
。
耕
作
放
棄
地
や
有
害

鳥
獣
の
減
少
、
雇
用
の
拡
大
が
図
れ

る
が
、
本
市
で
取
り
組
む
考
え
は
。

答
弁　

企
業
の
農
業
参
入
は
、
農
地

の
利
用
に
期
待
さ
れ
る
事
例
で
あ
る
。

本
市
に
も
数
社
か
ら
問
い
合
わ
せ
が

あ
る
が
、
具
体
的
な
事
業
開
始
に
は

至
っ
て
い
な
い
。
引
き
続
き
情
報
発

信
と
収
集
に
努
め
、
多
様
な
事
業
展

開
が
で
き
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
く
。

質
問　

や
る
ベ
ン
チ
ャ
ー
ウ
ィ
ー
ク

の
問
題
点
と
し
て
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

に
支
障
を
来
す
、
受
け
入
れ
先
の
確

保
が
容
易
で
な
い
、
事
業
所
で
の
体

験
内
容
を
学
校
が
把
握
で
き
て
い
な

い
な
ど
あ
る
が
、
ど
う
考
え
る
か
。

答
弁　

本
事
業
は
、
年
間
指
導
計
画

に
位
置
付
け
ら
れ
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

内
で
実
施
し
て
い
る
。
受
け
入
れ
先

の
確
保
は
、
中
学
校
が
努
力
し
て
い

る
。
ま
た
、
教
員
が
実
施
前
や
実
施

中
に
各
事
業
所
を
訪
問
し
、
体
験
内

質
問　

千
葉
県
柏
市
で
は
、
オ
ン
デ

マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
が
交
通
不
便
な
地

域
で
成
果
を
上
げ
て
い
る
。
交
通
弱

者
対
策
と
し
て
オ
ン
デ
マ
ン
ド
タ
ク

シ
ー
が
有
効
と
思
う
が
、
考
え
は
。

答
弁　

ぐ
る
り
ん
な
ど
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
バ
ス
や
倉
渕
地
域
の
せ
せ
ら

ぎ
号
、
福
祉
タ
ク
シ
ー
チ
ケ
ッ
ト
制

度
な
ど
、
高
齢
者
を
は
じ
め
交
通
弱

者
の
移
動
手
段
の
確
保
に
努
め
て
い

る
。
オ
ン
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
に
つ

い
て
は
、
「
処
方
箋
」
の
一
つ
と
し

容
な
ど
の
把
握
に
努
め
て
い
る
。

質
問　

自
衛
隊
群
馬
地
方
協
力
本
部

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
、
生
徒
が
ミ
サ

イ
ル
を
追
従
し
て
撃
ち
落
と
す
訓
練

を
し
て
い
る
よ
う
な
写
真
が
あ
っ
た

が
、
実
際
に
行
わ
れ
た
の
か
。
今
後

も
自
衛
隊
で
の
職
場
体
験
を
存
続
さ

て
今
後
も
引
き
続
き
研
究
し
て
い
く
。

質
問　

子
ど
も
の
貧
困
を
断
ち
切
る

た
め
の
対
策
に
つ
い
て
、
考
え
は
。

答
弁　

生
活
保
護
や
就
学
援
助
等
生

活
支
援
を
行
っ
て
い
る
が
、
貧
困
の

要
因
が
多
層
化
し
て
い
る
こ
と
や
支

援
対
象
の
子
ど
も
や
家
庭
に
限
定
し

せ
る
の
か
。

答
弁　

生
徒
の
報
告
書
を
校
長
が
確

認
し
た
が
、
心
配
す
る
内
容
の
記
述

は
な
か
っ
た
。
国
の
安
全
保
障
や
防

災
支
援
を
し
て
い
る
自
衛
隊
で
の
職

場
体
験
学
習
は
意
義
が
あ
る
と
考
え

て
お
り
、
引
き
続
き
実
施
し
て
い
く
。

質
問　

国
保
基
金
残
高
は
、
平
成
27

年
度
末
で
32
億
８
０
０
０
万
円
あ
る
。

国
保
税
を
引
き
下
げ
ら
れ
な
い
か
。

答
弁　

国
保
税
の
引
き
下
げ
は
今
後

の
医
療
費
の
動
向
、
決
算
状
況
や
30

年
度
か
ら
県
へ
納
め
る
国
保
事
業
費

納
付
金
の
見
込
み
な
ど
、
総
合
的
な

観
点
か
ら
対
応
し
た
い
。

た
ア
プ
ロ
ー
チ
が
難
し
い
な
ど
の
問

題
点
も
あ
る
。
今
後
も
子
ど
も
の
貧

困
に
特
化
し
た
対
策
等
に
つ
い
て
は
、

国
の
動
向
を
注
視
し
、
さ
ま
ざ
ま
な

角
度
か
ら
研
究
し
て
い
く
。

質
問　

学
校
給
食
費
無
料
化
が
県
内

都
市
部
に
も
広
が
っ
て
い
る
が
、
本

市
で
も
部
分
的
に
実
施
で
き
な
い
か
。

答
弁　

学
校
給
食
費
は
、
学
校
給
食

法
の
規
定
に
よ
り
食
材
費
の
保
護
者

負
担
が
明
記
さ
れ
て
い
る
。
本
市
で

は
、
今
後
も
こ
の
法
令
に
沿
っ
た
対

応
を
し
て
い
く
。
経
済
的
理
由
で
支

払
い
が
厳
し
い
場
合
は
、
就
学
援
助

等
の
支
援
を
実
施
し
て
い
る
。

まめ知識●
●
ジェンダー・バイアス
随意契約

男女の役割について固定的な観念を持つこと。社会の女性に対する評価や扱いが差別的であることなどを指す。
国や地方公共団体などが競争入札によらずに任意で決定した相手と契約を締結すること、また締結した契約のこと。

まめ知識●
●
Ｗｉ-Ｆｉ（ワイファイ）
アプリ（P7参照）

無線ＬＡＮの規格の一つで、パソコンやタブレット端末などが無線の電波で接続できるようになる方式のこと。
アプリケーションの略。ゲームやメール、音楽プレーヤーといったＯＳ（オペレーティングシステム）上で動くソフトウエアのこと。

P6参照


